
プログラミング学習の一場面。
「レストランで役立つロボット」を
テーマに、それぞれがアイデアを
プログラミングという形で具現化

学びを進化させる「プログラミング教育」  「必修化」が始まった小学校の現場から特 集

※4：各教科内で行うA分類・B分類と異なり、プログラミングの授業として行います。「プログラミング的思考」を育み、 プログラムの働きや、情報社会
が情報技術によって支えられていることに気付き、上手に活用して身近な問題を解決したり、よりよい社会を築いていこうとする態度を育むことを
目標とします。

池田小学校が目指すプログラミング教育池田小学校が目指すプログラミング教育

　自分のお願いしたいことが相手に正確に伝わらないこと
もあります。どう伝えたら動いてもらえるか。子どもたちは
試行錯誤しつつ、「伝え方」を獲得していきます。機械とい
うものは、「一歩前に進む」「右を向く」など簡単な分かりや
すいお願いを積み重ねた結果、複雑に動くようになると
いうことも、子どもたちはこの体験を通して理解します。
　そしてまた、この「分かりやすいお願い」が「プログラミ
ング言語」であり、その言語でロボットに動いてもらうプロ
グラムをつくることが「プログラミング」なのだということ
を、「Pepper」を使ったプログラミング授業で行ってき
ました。授業を通して、コンピュータ・プログラミングの
基礎である三本柱（順次処理、繰り返し、条件）を伝え、
応用できるようにするのです。

使用するソフトについて教えてください。

　「プログラミング・ゼミ」を使用します。これはビジュアル
言語のプログラミング教材で、2014年から公立小学校1～
3年生向けに行ったプログラミング授業を通して子どもの
使用感を聞き、学校の先生の意見を反映してつくられまし
た。小学１年生でも簡単に使える点が優れています。また、

文部科学省、総務省、経済産業省、IT企業等でつくる共
同体「未来の学びコンソーシアム」（https://miraino-ma
nabi.jp/）も、面白い実践や教材がたくさん紹介されて
いて、学習コンテンツ選定の参考にしています。

プログラミングが苦手な児童への対応はどうされていますか。

　ほとんどの子どもたちはプログラミングを楽しんでいま
すが、クラスに一人か二人は、はじめのうち苦手な子が
います。どの教科でも同じですが、それはその子の特性と
捉えて、興味や好奇心が湧くような方法を考えていきます。

　例えば、先述の「未来の学びコンソーシアム」にある、教育
向けに無償で提供されているビジュアル型プログラミング
言語「Viscuit（ビスケット）」を使い、お絵描きや粘土細工、あ
るいは、音を出す、ゲームをつくるなど、自分が描いた絵や音を
動かす体験を通し、プログラミングは楽しいものというと
ころから入って、次のステップに進むような工夫をしています。

プログラミング教育を通して、児童が協力して行うグループ
ワークにはどのようなものがありますか。

　「複線型」でグループワークを行うようにしています。一人
ひとりが違うことをしながら同じゴールを目指すという形で
す。「ゲームをつくろう」という課題の場合には、「ストーリー
を考える」「キャラクターを考える」「音楽を考える」というよ
うに、役割分担をして課題解決をしていくということに重点
を置きます。プログラミング教育においては、ひとつのこと
をみんなで考える、協力し合うということよりも、明確な役割
分担をして一人ひとりのスキルが伸びることによって課題
解決を図る「個々の」プロセスが大切だと考えています。

学校間の連携について教えてください。

　コロナ禍で、オンライン研究会やリモート研修会が展開
されるようになりました。これを機に、今後も増えていくよ
うになるでしょう。地域を問わず、様々な研究団体がありま
す。私は國學院大學の田村学先生（國學院大學人間開発
学部初等教育学科教授・文部科学省視学委員、文部科学
省初等中等教育局視学官として新学習指導要領作成に
携わる）が主宰する「つながりの会」で、新しい情報を得、全
国の先生方と情報交換をしています。連携の仕方としては、
有志の会として複合的につながっていく形がこれからも
増えるのではないかと思います。

今後の課題はどのようなことでしょう。

　情報漏洩や著作権などのセキュリティ等、危険なことも
同時に教えていくことです。社会の担い手を育てる小学校
教育としての義務だと考えています。
　また、新型コロナウイルス感染症対策によって、「対話に
よる学び」ができなくなっている今、ICT機器を活用した
子どもたちとの新しい対話をどうつくっていくのか、言葉
が交わせなくても進化した授業をつくっていくにはどう
したらいいかが、喫緊の課題です。

全国の先生へメッセージをぜひお願いいたします。

　新型コロナウイルスによる長期休校は、全国の教育現

場に大きな影響を与えていると思います。授業の形も、子
どもたちに寄り添いながらそれぞれが創意工夫を凝らして
いることでしょう。私自身、久しぶりに登校してきた子ども
たちをみて、やはり子どものもつエネルギーはすごいなと
感じましたし、一人も取り残さない学びを、ICT機器を駆使
して一日も早くつくることが学校の責任だと改めて考えて
いるところです。
　若い先生たちは優秀です。そして、子どもたちはプログ
ラミングをとても楽しんでいます。音楽などの教科におい
ても、プログラミングは表現の手段を増やし、アイデアや
想いを形にするために必要なものになっていくでしょう。
　プログラミングとこれを学ぶ子どもたちに大きな期待を
しています。私の世代は、コンピュータが「してくれる」と
刷り込まれた世代。不思議な箱でした。コンピュータは人
間が命令して動かしているという発想もなかった。しかし、
これからプログラミングを学ぶ子どもたちは、人とコン
ピュータの関係を逆転させ、自らがつくりだしたものを自由
にかつ責任をもって使いこなしながら、よりよい社会をつく
る担い手になっていくことでしょう。人が主役の進化ですね。
　プログラミングは「生きる力」を育む教育。企業や団体
とも連携し、子どもたちの未来のために大いに頑張って
いきましょう。

　上記、コロナ禍の下対応いただいた齋藤校長は、終始
にこやかにプログラミング教育の目指す方向性を語って
くださった。コンピュータの仕組みと操作方法を理解する
知識と技能。試行錯誤しながら論理的に考えていくプロ
グラミング的思考力。身近な問題解決やよりよい社会を
築いていこうとする人間性の育成。この3つが、子ども
たちの可能性を引き出す大きな力になると。
　子どもたちが社会に出る頃には、どんな世の中になって
いることだろう。予想不可能な未来を力強く生き抜いてい
く力の基礎を、必修化となったプログラミング教育が築い
ていく。

❶ 目的
子どもに「コンピュータに命令（指示）を与える」能力をつける
➡子どもの「創造性」を伸ばす。
※プログラミング＝コンピュータに「命令（指示）を与えること」

❷ 方法
探究的な学習の過程において、プログラミングを体験させる。

❸ 学習内容
（「未来の学びコンソーシアム」…文部科学省、総務省、経済産
業省、ＩＴ企業等でつくる共同事業体より）
●教育課程内：学校の創意工夫によるカリキュラムマネジメント
　A  学習指導要領に例示されている単元等で実施するもの。
　B  学習指導要領に例示されていないが、各教科等の内容を

指導する中で実施するもの。
　C  教育課程内で、各教科とは別に実施するもの。※４

　D  クラブ活動など、特定の児童を対象として、教育課程内で
実施するもの。

●教育課程外：プログラミングに関する多様な学習機会の提供

　Ｅ  学校を会場とするが、教育課程外のもの。
　Ｆ  学校外でのプログラミングの学習機会。

❹ プログラミング教育で育む資質・能力
　 ①　　　　　 …コンピュータは「魔法の箱」や「ブラック

ボックス」などではなく、人が意図した処理を行わせて
いるということの仕組みと操作方法を理解する。

　 ② 　　　　　　　　　　　   …自分が意図する一連の活
動を実現するために、どのような命令の組み合せが必要
であり、それらの命令をどう組み合わせればいいか、試
行錯誤しながら論理的に考えていく「プログラミング
的思考」を育む。

　 ③ 　　　　　　　　　　　　…身近な問題の発見・解決
にコンピュータの働きを生かしたり、コンピュータを活用
してよりよい社会を築いていこうとしたりする。

❺ 課題（注意点）
情報モラル・情報セキュリティ等に関する資質・能力も同時に
育むこと。

【参考：令和２年２月文部科学省「小学校プログラミング教育の手引（第三版）」

知識・技能

思考力・判断力・表現力等

学びに向かう力・人間性等

■メニュー画面

「プログラミング・ゼミ」の
メニュー画面
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